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繰 り返 さ れ ざ る旅Sequel

-『 キ ホーテ神父』にお ける 『ドン ・キホーテ』の受容

鴨 川 啓 信

序

その タイ トル に示 され て い るよ うに、 グ レア ム ・グ リー ン(Graham

Greene)の 『キホーテ神父』(MonsignorQuixote,1982)は 、 セルバ ンテス

の 『ドン ・キ ホーテ』(前 篇1605;後 篇,1615)に 似 せて作 られてい る。 こ

のよ うな意 図的な繰 り返 しによ って、前者 は後者 の如何 な る面 を利用 しよ う

としてい るのか。 あ るいは引 き継 いでい るのか。

OLR前 号 にて、「キ ホーテ神父』 と 『ドン ・キホーテ』 との比較 そ れ 自体

にっ いて考察 した。そ してその2つ の物語間 には類似 点 と同時 に(当 然 な が

ら)相 違 も存 在 し、 その比較 は一方 の読 み方 で他方 の提起 す る問題 を解 明す

ること(多 くの場合 『ドン ・キホーテ』 によ り 『キホーテ神父 』 中 の謎 に答

えを与 え ること)で はな く、似 てはい るが異 な る2っ の物語 の距 離 を探 りな

が ら、一方 の読 み方(こ の場合 は 「キホーテ神父』の読 み)の た あ、 そ の2

っ の物語 の関係が暫定 的な足場 を築 くことで あるとの見解を示 した。

本稿で は、上述 の考 えに基づ き、前回断片的 に しか示せ なか った両 物語 の

比較 を実践 し、比較 による 『キホーテ神父』 の読みを提示 して い く。 そ の読

みは以下 に3つ の話題 に沿 って展 開す ることとす る。す なわち キ ホーテ神父

の出自の問題、 その冒険 の性質,そ してその死 を巡 る顛 末 で あ る。 その際 こ

の2っ の物語 の関係 に、 グ リー ンの小説での 『ドン ・キホー テ』 の受容 の形

が表れて いる ことに も注意 を払 って い く。
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1

『キ ホーテ神父』 とい うタイ トルを見 て、 その紹介 を読 み、 まず第 一 に多

くの読者 の頭 に浮かぶだ ろう疑問が、 その物語 の終 わ り間 際 に登 場人 物 の1

人 の言葉 を借 りて示 さ れ る。"DonQuixotehadnodescendants.How

couldhe?He・safictionalcharacter・(MonsignorQuixote(以 下MQ)

208).こ の 言葉 を目にす る頃には逆 に多 くの読者 は、 タイ トルの人物 で ある

この神父が ドン ・キ ホーテの子孫 であ ることを、物語 内の事実 と して受 け入

れ始 めてい るか もしれな い。 だが小 説 冒頭 で の別 の人物 によ る言葉"How

canhebedescendedfromafictionalcharacter?"(MQ12)と 呼 応 し

て、 ドン ・キ ホーテの子孫 という関係 が、決 して物語 内での疑 いのな い事実

で はない ことが強調 され る。 グ リー ンがその小説 で舞台 として い るの は、 ド

ン ・キ ホー テが実際 に存在 した世界 というよ り、 『ドン ・キ ホーテ』 が実際

に書かれた世界で ある。 では 「キホーテ」 神父 とは何者 なのか。 これ が この

小説中 に解答 の示 されないまま突 きっ け られ る謎 の1つ 、 キホ ーテ神父 の出

自で ある。

"Afictionalcharacter"と 言 われ る遍歴 の騎士 ドン ・キホーテは
、二 重 の

意 味でfictionalで あ る。 セルバ ンテスの フ ィクシ ョンの登場 人物 とい うだ

けでな く、 その物語 の始 めに"lnavillageofLaMancha_therelived

notlongagooneofthosegentlemen"(DonQuixote(以 下DQ)25)と

紹 介 され る 「キハ ー ダ1(Quixada)」(も し くは 「ケサ ー ダ(Quesada)」 、

「ケハ ーナ(Quexana)」)な る郷士が,騎 士道物語 の影響を受 けて 自 らにその

姿 を与 えるために作 り出 した架空 の人物で あるのだ。 ドン ・キ ホーテ と、 現

実存在 である ラ ・マ ンチ ャの郷士 とは、 はっ き りと区別 されて い る。 小説

『キ ホ ーテ神父』 の中 で、"Cervanteshimselfsaysthesurnamewas

probablyQuixadaorQuesadaorevenQuexana,andonhisdeathbed

QuixotecallshimselfQuixano"(MQ13).と 、 や は りそ の区別が 示 され



繰り返されざる旅Seque166
-『 キホーテ神父』における 『ドン・キホーテ』の受容一

ることで、 「キホーテ」神父 は(ラ ・マ ンチ ャの郷 士 で はな く)こ の架 空 の

騎 士 ドン ・キ ホー テの子 孫であ ると位 置付 け られる。 ドン ・キ ホー テを架 空

の存在 と考 え る人 々に とって、「キホーテ」の姓 自体、"QuixoteISnoteven

aSpanishpatronymic"(MQ13)や"Quixote!Impossible"(MQ208)

との反応 を引 き起 こすよ うに、現実 に属 する もので はな く、 郷士 に よる フ ィ

クションなのだ。従 ってその立場 では、 「キ ホー テ」 の血族 で あ る神 父 もま

た フィク ションとい うことにな る。 しか しなが ら 「キホーテ」 神 父誕 生 の い

きさつ は謎 のままであ り、彼 には 「キハ ーダ」や 「ケサ ーダ」のような、 フィ

クシ ョンを現実 か ら切 り離す ための別 の名前 は用意 されて いない。

「キホーテ」神父が物語内 に存在す るということは、 ドン ・キ ホー テを全

くのフィクシ ョンとす る前述 の見方 も、 また疑われ るべ き もの であ ることを

示 して いる。現実存在 の郷士 とフィクシ ョンの ドン ・キ ホーテ との区別 を含

む、『ドン ・キホーテ』 で示 され る 「事実」 が、 そ もそ も問題 を孕 ん で い る

と考 えると、「キホーテ」神父 という人物設 定 が表 して い るの は、"theten-

sionbetweenfactandfictioninMonsignorQuixotefind[s]anexplicit

intertextinCervantes'sl)onQuixote"(Pendleton153)と い うこと。 両

物語の類似性 と して、事実/現 実 とフィクションとの問題 を含 んだ関係 に ど

ち らも焦点 を当てて いるということ。 すなわち 『キホーテ神父 』 は、 そ うい

う物語 として 『ドン・キ ホーテ』 を受容 してい るとい うことであ る。

遍歴 の騎士 ドン ・キホ ーテの誕生 について、前述 の ラ ・マ ンチ ャの郷 士 を

片方 の親 とす ると、 もう片方 の親 は騎士道物語 であ ると言 え よ う。郷 士 の属

す る現実 には遍歴 の騎士 な ど存在 しないため、騎士道物語 の示 す手本 に従 わ

なければ、遍歴 の騎士 ドン ・キホーテの存在 はあ りえない。 フ ィク シ ョンに

従 って成 り立 ってい るフィクシ ョンとい う この存 在形 態 は、 「ドン ・キホ ー

テ』 とい う書 にっいて もあて はま る。度 々言及 されるよ うに、 そ の中 に は騎

士道物語を始 め として古 いバ ラッ ドや牧歌等 の表現 や形式、 モチ ー フが数 多

く盛 り込 まれ ている。 その中の1っ が、 ナボコフが 『ドン ・キ ホー テ』 の構
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造 上 の10の 工 夫の1っ と して挙 げてい る、架空 の物語作家の仕 掛 けであ る。

この物 語の中で語 り手 セルバ ンテスは、 アラ ビア人 の歴史家 「シーデ ・ハ メー

テ ・ベネ ンヘー リ(CideHameteBenengeli)」 の記 した(厳 密 に は前 篇 の

第9章 以降 であ り、 それ以前 は別 の人物 によ る)ド ン ・キ ホーテ の 「歴 史」

を語 り直す"thesecondauthorofthiswork"(DQ64)と 自 らを呼 んで

いる。加え てその 「歴史」 は、語 り手 とは別 の手 によ って、 ア ラ ビア語 か ら

カスティー リャ語 に訳 された ものである。 こ うい った手法 が騎 士道物 語 の伝

統 的形式のパ ロデ ィとな ってい る点 は別 に して も、 この架 空 の歴史 家 を導入

す る ことで、「語 り直 し」 の過程 に疑いを差 し挟 む余地がで きて いる。

語 られる対象 の 「歴史」 や 「事実」 と語 り手 によ る物語 との間 に多 くの手

が入 ることで、 その間に明白な距離 が作 られ てい る。 そ して そ こには、 翻訳

者 の 間違 い や語 り手 の 読 み 違 いだ け で な く、"hewasuneasy郎the

thoughtthattheauthorwasaMoor,judgingbythetitleof`Cide,'

andnotruthwastobeexpectedfromMoors"(DQ438)と ドン ・キ

ホーテ自身 が懸念 するよ うに、そ もそ も 「事実」 が語 られ てい ない可能 性 も

あ るのだ。 当然、郷士 が現実存在 で遍歴 の騎士が フィクシ ョンとい う位 置付

けに も疑いの余 地があ ると言え る。(我 々読 者 の世 界 に お ける、 現 実 とフ ィ

クシ ョンの逆転 について はまた後 に見 ること とす る。)グ リー ンの小 説 中、

セルバ ンテ スが"thegreatbiographerCervantes"(MQ103)の よ うに

呼ばれ ることが数度あ るが、 これ は架 空の歴史家 の仕掛 けのパ ロデ ィとな っ

て いる。確 か に(特 に我々読者 にとって は)先 祖 の騎士の実在 を、 それ故 に

「キホーテ」神父 の実在 を保証 す るよ うな この肩 書 きは、 滑 稽 な作 り話 で あ

ると も言え る。 しか し歴史家の存在が、語 り手の示 した 「事実 」 に疑 い の余

地 を与 えているよ うに、"biographerCervantes"は 、 この疑 いの余地 に入

り込 み、「キホーテ」 の名前が フィクシ ョンで はな い可 能性 も指 し示 して い

る。 この"biographer"の 概 念 は、『ドン ・キ ホ ー テ』 で の歴史 家 の仕掛 け

に対 する 『キホーテ神父』 の応答で ある。 ドン ・キホーテの出 自 も、 よ り正
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確に言 えば ドン ・キ ホーテの出 自にっいての記述 も,確 か な もので はな いの

だ。

『ドン ・キ ホーテ』 におけ る 「現実」 について論 じたJohnJ.Allenは 、

フィクシ ョンの中に フィクシ ョツ を内包 してい くその特徴を指 摘 して い る。

特 に後篇 にその前篇 が登場す るに至 り、一見現実 を代表 して い るよ うな、 前

篇 を読んだ後篇 の登場人物達 も、前提 と して(彼 らがその非 現実性 を笑 い も

のにす る)ド ン ・キホーテのフ ィクシ ョン内の掟(魔 法使い の存 在)に 基 づ

いてお り、や は り我 々読者 との間 には距離が あることが示 され る。 ラ ・マ ン

チャの郷士 、架空の歴史、 フィクシ ョン(後 篇)内 フ ィク シ ョン(前 篇)。

遍歴の騎士 ドン ・キホーテと読者 の現実 との間 には、数 々 の フ ィクシ ョンが

入 り込 み、 距離が作 られてい る。 現実 が ドン ・キホーテか らどん どん離 れ て

い ってい るよう思われ る一方 で、"Theprimaryeffectofthesedevicesis

theenhancementoftheillusionofreality"(AIIen921)と 、 「現 実 の

幻影」 がその距離 を作 るフィクション上 に映 し出される。物語 内 現実 は、 そ

の どこに も定 め られない と同時にど こにで も置 くことがで き る。 グ リー ンの

『キホーテ神父』 は、 この 「ドン ・キホーテ』 を内 に含む ことで,更 に その外

側 に(神 父 の出 自の問題 に見 られるよ うに)フ ィクシ ョンと現実 が混 在 す る

レベルを形成 して いる。"SeriesofChineseboxes"(AIIen920)と 喩 え ら

れ る 『ドン ・キホーテ』 の構造 を、意図的 に繰 り返 して見せて いるの だ。

現実/事 実 と フィクシ ョンの関係 を問 う 『ドン ・キホーテ』は、フィクシ ョ

ンの層の積み重 ねによ って形作 られ る。 そ して逆 にその ことで、 明 白に フィ

クシ ョンで ある 「遍歴 の騎士 ドン ・キホーテ」が、現実 に変 わ る可能性 も存

在す ることとなる。「遍歴 の騎士」 と読者 の現 実 との間 の距離 の どこか に物

語内現実 が位 置す るわけであ るか ら。 「キホーテ」神父 とは、 『ドン ・キ ホー

テ』 の この距 離 の仕掛 けの具象化 であ る。 存在 と非存在 の可能 性 を併 せ持 っ

「キホーテ」神父 は、現実 とフ ィク ションとの曖昧 な境界線上 の存 在 で あ る。

こうして現実 とフィクシ ョンの問題 は、 グ リー ンの小説 に受 け継 がれ て いる
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の だ 。

II

神 父(モ ンシニ ョール)で あるグ リー ンの 「キ ホーテ」 は、 遍歴 の騎 士 の

「キホーテ」 とは異な った身分で ある。 しか し2人 の行動 が しば しば 類似 し

た ものと映 るのは、単 にパ ロデ ィ的模倣 とい うだけで な く、1っ には騎 士道

物語 の世界 を体現す る ドン ・キホーテと,福 音 書 ・聖人 の書物 の世界 を体現

す るキホ ー テ神 父 とい う構 図が類 似 して お り,更 には騎 士道 と キ リス ト教

(カ ソ リック)信 仰が同様の モラルに基づいてい るためである。 ドン ・キホー

テ自身 もそ の ことには触 れてい る。

... these saints and knights were of the same profession as my-
self, which is the calling of arms. Only there is this difference be-
tween them and me, that they were saints, and fought with 
divine weapons, and I am a sinner and fight with human ones. 

(DQ 743)

また この関係 を裏付 けるように、 ウナムー ノはその著書で ドン ・キホーテを、

「キ リス トの騎士」 イグナテ ィウス ・ロ ヨ ラと重 ねて描 い てい る。 しか しこ

こで見てい く2人 の冒険 の類似 は、 もう少 し別の面であ る。

上記の先祖 の言葉 に応 えるように、神 父 は小説 の終 わ り近 く聖職者 と して

の戦 いに赴 く。 それ は、金で免罪を買お うとす る金持 ちの メキ シ コ入 達 と彼

等 か ら金 を受 け取 る司祭 の冒涜 か ら聖母像 を救 い出す戦 いで あ る。"Weare

goingintobattle,Sancho.Ineedmyarmour.Evenifitisasabsurd

asMambrino'shelmet"(MQl95).と 、 モ ンシニ ョールの位 を示す紫 の衣

の 「鎧」 に身 を固 め、戦 いに身 を投 じる。 これと対をなす 『ドン ・キホ ーテ』

のエ ピソー ドは、前篇 第52章 、雨乞 いの ため の行 列 で教 会 に運 ばれ て い る

聖母像 を、悪漢 に連 れ去 られている身分 の高 い婦人 と妄想 す る ドン ・キホー
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テが、行者達 に襲 いかか る話 だ。騎士 の崇高 な目的に も関わ らず 、 そ の行 為

は周 りの人 には、"Whatdevilshavepossessedyoutosetyouagainst

ourCatholicfaith?"(DQ398)と の言 葉 を発 せ させ る ものに見 え るので

あ る。聖人達 と同様 の務 めのはず が、 カ ソ リック信仰 に反 す る もの とな るの

は、文字通 り 「悪魔 が憑 いた」か らだ。 ドン ・キホーテの冒険で は、 これ は

比喩的 な表現で はない。彼 の妄想(あ るいは騎士 の理想)と 現実 との相 違 ・

ズ レは、悪魔 や 邪悪 な魔 法使 いの魔 法 に よ って もた らされて い る。"Since

thismagichasbeenforeseenanddescribedinthebooks,theillusory

differencethatitintroducescanneverbeanythingbutanenchanted

similitude"(Foucault47)と の 見方 にもあるように、騎士 道物 語中 に承 認

されて いる魔法 は、類似 を相違へ、 あるいは相違を類似へ と変 え る仕 掛 けで

ある。 ドン ・キホーテに とっては,実 際には類似 して い る もの を相違 に変 え

て いるもの、 読者 にとっては現実 の相違を ドン ・キ ホーテが 類似 と見 て しま

う(滑 稽 さを引 き起 こす)原 因が この魔法なのだ。

一方キホーテ神父 の戦 いの結末 は
、聖母像を救 い出す(あ るい は神 聖 冒涜

の行為を悔 い改 めさせ る)ど ころか、暴動を引 き起 こす こととな る。 あ る意

味で、 これ は神父の冒険中最 も ドン ・キ ホ ーテ的 な展開 だ。(神 父 が も っと

殴 られて、 それを見て腹 を抱えて笑 う者達 が登場 す れ ば完 璧 で あ る。)そ の

戦いに出向 く直前、神父 の旅の連れ、サ ンチ ョことエル ・トボー ソの 前市長

は言 う。"Doyouthinkthatthemonsignor'sancestorreallyrepre-

sentedthechivalryofSpain?Oh,itmayhavebeenhisintention,but

weallmakecruelparodiesofwhatweintend"(MQ193).ド ン ・キ

ホーテ との比較 であ るこの言葉 は、後 に続 く戦 いの結末 を予見 して いる もの

と言 え る。 では神父 の冒険で、 その理想(彼 の場合、 そ う呼 んで も差 し支 え

はないだろ う)と その 「残酷なパ ロデ ィ」 となる現実 の結 果 との距離 を埋 め

るものは何で あ ろうか。 グ リー ンの この小説 を読 めば即座 に分 かる ことだが、

神父 の信仰(特 に神 への愛)が 現実 の展 開 とは異 な る理想 を彼 に抱 か せ る。
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も し くは、 信仰が あるため彼の意図 は現 実の結果 とはか け離れ た ものとなる、

と言 う方が 良 いか もしれない。

ただ しキ ホーテ神父 の信仰 は、現実 との距 離を説明す るため の もの とい う

よ り、距離 を意識す る ところか ら生 じて い る と言 え る。"Iamriddledby

doubts.Iamsureofnothing,notevenoftheexistenceofGod"(MQ

179)と ま で感 じる疑 いや不確か さは、一見信仰 と矛盾 す るように見え るが、

キホーテ神父 の冒険中繰 り返 し確認 され る彼 の特 質であ る。 神 父 は、 その信

仰が疑 いを少 しも含まない完全 な ものである場合 について、"thenperhapsI

couldhaveburntmybooksandlivedreallyalone,knowingthatall

wastrue.`Knowing'?Howterriblethatmighthavebeen"(MQ

179).と 、 「分 か ってい ること」、概念 と現実が全 く一致 して い る状 態 での恐

怖 を語oそ れは、"Therewasnoambiguity,noroomfordoubtand

noroomforfaithatal1"(MQ67).と い う恐怖 。 っ ま り不 確 か さや疑 い

が あるか ら、信仰 や神へ の愛 が入 る余地が あ り、 また書か れ て いる内容 と相

違が あるか ら本 を焼かず に比較参照す るので ある。

キホーテ神父 は福音書 や聖人 の書物を好ん で読 み、現実 との距離 に その書

物中 に表 される神への愛 の可能 駐を見 る。そ の彼 が ドン ・キ ホー テ と自 らを

度 々比較す るのは、2人 の類似性 や先祖 一子孫 の繋が りに疑 いを差 し挟 む余

地が あるか らだ。疑 いによ って認 め られ る距離 ・相違 は、 そ の距 離 を埋 め る

もの、相違 を類似 にす る もの、つ ま り 「魔法」の存在 の前提 で あ る。 換言 す

れば、不一致、相違が あるか らこそ、類似性 を見 出す比較 をす る余地 が あ る

とい うことで ある。 ドン ・キホーテとそ の子孫の 冒険 と戦 いは、 読者 に この

距離 に作用す る 「魔法」 の存在 を認識 させ る。そ して この類似性 の 「魔 法」

は、 またその読者が用 いて いる もので もあるのだ。
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III

これ までの ところ、 まず最 初に遍歴 の騎士 ドン ・キホーテの子 孫 「キ ホ ー

テ」神父 とい う存在 にっ いて、そ こに 『ドン ・キホーテ』における現実 とフィ

クシ ョンの曖昧 さが体現 されてい ることを考察 した。次 に信仰 や類似 性 の指

摘 のよ うな 「魔法」 的働 きか けは、相違や不確 か さの作 り出 す距離 に対 して

働 くものであ ることを見 た。 セルバ ンテスの ドン ・キホー テ とグ リー ンの キ

ホーテ神父 との間の類似 も、距離 に作用す る 「魔法」 であ る。 そ して これか

ら見て い くのは、 この2人 の間の最大 の相違 と言 えるその死 に方 にっ い てで

ある。

『ドン ・キ ホーテ』の最後 で ラ ・マ ンチ ャの郷士 は、"Goodnewsforyou,

goodsirs:IamnolongerDonQuixoteofLaMancha,butAlonsoQuixano,

whosewayoflifewonforhimthenameofGood"(DQ826).と 宣 言 して

世 を去 る。 フ ィクシ ョンである遍歴 の騎士 が存在 しな くなったた め、 「現 実」

である 「善人 ア ロンソ ・キハーノ(AlonsoQuixano)」 との間の距離 はな く

な り、魔法 もまた消 えたよ うに見 える。 だがその記述が疑 わ れ るべ き もの で

あ るのは、前述 の通 りである。 そ もそ も実体 であるはず の 「アロンソ・キハー

ノ」 は、物語 冒頭 で挙 げ られ る 「キハー ダ」、「ケサー ダ」、 「ケハ ー ナ」 の ど

の名前 とも一 致 してお らず、(こ の よ うに不確 か なの は、 邪悪 な魔法 使 い の

仕業 に違 いな い。)こ の不確か さには疑 い の入 る余 地 が あ る。 何 よ り上 の宣

言 の後、 すなわ ち郷 士が 「妄想」 か ら醒 めた後 で も、語 り手 はその者 を 「ド

ン・キ ホー テ」 と呼んで いる。 名前 も定かでない郷士 を、 ドン ・キ ホー テ と

見せ る 「魔 法」 は依然残 って いるのだ。先の宣言 は ドン ・キホ ーテの消 滅 で

はな く、 フィクシ ョンという身分か らの解放を表 してい る。 我 々読 者 の現実

で も、彼 は 「ドン ・キホーテ」で あり、そ う見せて いる 「魔 法」 が存在 して

いるのだ。

実際 ウナムーノのテ クス ト 『ドン ・キホーテとサ ンチ ョの生涯 』(1905)
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で は、相違 と類似の間 に働 く 「魔法」 は消え去 りはしない。 「な ぜな らば騎

士 よ、汝 の信仰 は、今 日で はサ ンチ ョの中に蓄 え られているか らで あ る。 善

良 なる郷士 よ、死ななか ったサ ンチ ョが汝 の精神 の後継者 なのだ」(ウ ナムー

ノ340)。 そ して(彼 のサ ンチ ョと同様)ウ ナム ーノ 自身、 キ ホ ーテ的 「魔

法」 を引 き継 いでい る。

われ らの騎士 の物語 と、セルバ ンテ スが書 いたその他 すべ て の作 品 とを

分かっ この無 限の距 離、 この きわめて明白かつ輝か しい奇 跡 は、 われわ

れが この物語 を真実 の実話 であ り、 ドン ・キホーテ自身がシーデ ・ハ メー

テ ・ベネ ンヘ リと一体 とな って、 セルバ ンテスに口述 した ことを われわ

れが信 じ、かっ表 明す るための主要 な理 由...な の である。(ウ ナム ー

ノ350)

『ドン ・キホーテ』 とそれ以外 のセルバ ンテスの作品 とので きの違 い とい

う 「距離」 に 「魔法」 が働 き,フ ィクシ ョン(ド ン ・キ ホーテ の物語 ・架 空

の歴史家)は 現実 に、現実(セ ルバ ンテスが 『ドン ・キ ホーテ』 の作 者 であ

ること)は フィク ションにな る。「これ ら登場 人物 たち はま さ し く実 在す る

もの、 あ らゆる実在性 を備 えている ものであ り、彼 らの方 こそ人 々 の前 に存

在 と形態 を獲得す るために、 肉 と骨 を備 えた人間であ るとわれ われ に思 われ

ている作者 を利用 して い るのである」(ウ ナ ムー ノ351)。

セ ルバ ンテスの 「ドン ・キホーテ』 に見 られ る、 フィク シ ョンの層 が作 り

出す距離 は、 このよ うな ウナムーノの読 みという 「魔法 」が入 り込 む余 地 で

ある。 そ して ここで ウナ ムー ノを取 り上 げた のは、"Greene...comesto

CervanteslargelythroughhisreadingofMigueldeUnamuno"

(Pendleton153-4).と の 指摘 もあ るよ うに、 グリー ンのキホーテ神父 にとっ

てウナムーノは、先祖 の物語 の記録者 の1入 で あるか らだ。 この記録 者 は、

「肉 と骨」 の実在 が フィクシ ョンと現実 の絶対境界線 ではないと して、 ドン・

キホーテの物語 を読 む。 その受容 の形 を表 して、"DonQuixotereallyand
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truly existed and did all the things that Cervantes tells us about" 

     L, "in the way that almost all Christians maintain and believe 

that Christ existed and did all the things the Gospels tell us about"

(Unamuno975)と 付 け加 えて いる。 フ ィクシ ョンの現実性を認 めることを、

信仰 での信 じる行為 と並 置す るこの見解 は、 キホーテ神父 の物語 とセ ルバ ン

テ スの 『ドン ・キホーテ』 との間の距離 を縮 め るものだ。

ウナムー ノの テクス トよろ しく、 キホーテ神父 の旅 の連 れ 「サ ンチ ョ」 前

市長 に、神父 の信仰 は引 き継 がれ ることとなる。 ただ しそれ は読 み ・解 釈 が

入 る余地 のあ る、曖 昧 さを含 んだ描写 で示 され る。 この物 語 の結 び は以 下 の

よ うな ものであ る。

Why is it that the hate of a man  ... dies with his death, and yet 
love, the love which he had begun to feel for Father Quixote, 
seemed now to live and grow in spite of the final separation and 
the final  silence—for how long, he wondered with a kind of fear, 
was it possible for that love of his to continue? And to what 
end? (MQ 221).

「如何 なる結 果へ導 くのか。」 キホーテ神父へ の愛が、神父 の信仰の形で あっ

た神への愛 に変 わ ることは、(コ ミュニ ス トの前市 長 の恐 れ を伴 った)こ の

言葉 に暗示 されてい る。 死ぬ間際 に、意識 があ るか どうか は っき り しな い状

態 のキホーテ神父は、ただ身振 りと言葉 だけで、"thenon-existentwine",

"thenon -existentchalice" ,"theinvisiblepaten"そ して"theinvisible

Host"(MQ215-6)を 用 いて儀式 を行 う。神父へ の愛 は、前市長 にこの儀式

を ミサ と認 め させ るだ ろう。 そ して この疑 う余地 のあ る 「ミサ」 を認 め る こ

とは、"Doyouthinkit'smoredifficulttoturnemptyairintowine

thanwineintoblood?"(MQ220)と の 言 葉 に ほの めか され る神 父 の、

と同時 に神 の 「魔法 」を信 じることであ る。

言 うまで もな く、 カソ リックの ミサ は福音書 に描 かれ るキ リス トの最 後 の
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晩 餐 を模 して行 われる。従 ってキホーテ神父 のそ の儀式が ミサ と して成 り立

っ のは、 ワイ ンやパ ン(聖 体)が ない/見 え ないとい う相違 に も関わ らず、

福音書 の話 との類似 が確認 される場合。すなわち キホーテ神 父 の信仰 を 引 き

継 いだで あろ う 「サ ンチ ョ」前市長が そ う 「信 じる」 ときなの だ。 ウナム ー

ノの 『ドン ・キホーテ』 の読 みは、 また 『キ ホーテ神父』 の読 み と もな って

いる。 キ リス トと同様 ドン ・キホーテも存在 す る可能性 はある。 そ して 「肉

と骨」 な らぬ 「血」 と 「肉」 の実体 を伴 って なく とも、 それが ミサ と認 め ら

れる余地が あ るのだ。 グ リー ンのこの物語の クライマ ックスで我 々 は、 余 地

(距 離)に 働 く 「魔法」 が存在を生 み出す可能性 を 目にす る。

遍歴 の騎士 ドン ・キホーテは、物語 の上で は消 えて/死 んで しまう。だが

それは郷士 の フィクシ ョンとい う位置か らの解放で あ り、例 え ば ウナ ムー ノ

の読 みの中 に現実 の存在 として残 っている。 この よ うなフ ィク シ ョンを現実

に変 える 「魔法」 が、 グ リー ンの小説で二重 に用 い られて い る。 キ ホ ーテ神

父 の物語 中、実体 は持 たないが,ワ イ ンらしき もの とパ ン らしき もの、 言 う

なればフ ィクションの ワイ ンと フィクシ ョンのパ ンが現実 の存在 に変 わ るの

であれば、 それは 『ドン ・キt一 テ』内の フ ィクシ ョンである 「魔法」 を、

現実 にグ リー ンが引き継 いだとい うことにな る。 そ うい う意 味 では、 キ ホー

テ神父 が ドン ・キホーテ子孫 である余地 も十 分 にあると言 えよ う。

結 び

ウナムー ノは 『ドン ・キ ホーテ とサ ンチ ョの生 涯』 で、 セルバ ンテスの

『ドン ・キホーテ』を全 く同 じに繰 り返 したわ けで はな い。 また異 な って い

るか らこそ比較 す る余地 もあ るのだ。実際 ウナムーノのテ クス トは、 セルバ

ンテスのテ クス トと比較可能 な ドン ・キホーテの物語 の1っ の読み とな って

いる。そ して ドン ・キホーテを真 の英雄 であ りまた現実 の存在 とす るその読

み に、 ドン ・キホーテ的精神が引 き継 がれて いるのを読者 は見 る。 とすれば、
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異なっているはずの2つ の物語を比較 して、類似性を見出す読者 もまた、 ド

ン・キホーテ的 「魔法」を継 ぐ者である。

ここまで行 ってきた2つ(3つ)の 物語の比較でも,結 果的にそれ らが類

似 しているとの読みを示 してきた。現実とフィクションの境界線上 に存在す

る2人 の 「キホーテ」、相違 と類似の間を埋める 「魔法」、そ して類似 によっ

て存在を成 り立たせる 「魔法」が働 く可能性つまりフィクションも現実 とな

る可能性があること。これ らの類似性を導き出す仕掛けとなっているのが、

グリーンの用いた 「魔法」、フィクションとされる ドン・キホーテの子孫キ

ホーテ神父を物語内に存在させたことである。(実 際のところ血の繋がりが、

俗説以上に類似性を保証するのかは疑問の残るところであるが)こ の先祖一

子孫の関係 は、フィクションと現実 とを相対化 し、相違に類似を読み込んで

いく裏付けとなっている。そして邪悪な魔法使いの 「魔法」 とは、結局 は ド

ン・キホーテのものであったと考えると、 グリーンの 「魔法」 とはすなわち

読み手の 「魔法」である読みに他ならない。 「ドン・キホーテ』 と 『キホー

テ神父』の距離には、相違と類似が同時に映 し出されており、 ここで示 した

読みとは逆に,両 者が全 く異なっているとも読める。 このよ うな不確か さこ

そが読みここでは2つ の物語の間に類似性を見出す 「魔法」 の入 る余地なの

だ。

グリーンのこの小説は、前提 として ドン・キホーテの物語 とは異なってい

る。その両者の間にあらためて類似性を指摘する場合には、 そこに何 らかの

必然性がある。例えば 『キホーテ神父』に 『ドン・キホーテ』 が如何 に取 り

込まれているか、その受容の形の解明である。そしてその受容の形が類似性

発見の 「魔法」の入 る余地の引き継 ぎであると言 う場合には、 それが読者 自

身についてもあてはまるように、余地の中継でもあるのだ。
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Notes

本稿 は、日本英文学会中国四国支部第50回 大会(1997年11月1日 、於 広島女子

大学)に おける発表原稿に加筆修正 したものである。

1.人 名 ・地 名 の 日本 語 表 記 につ いて は、 会 田 由訳 『ドン ・キ ホ ー テ』(世 界 文 学 大

系10,11(筑 摩 書 房,1960,1962))に よ る もの を 使 用 した 。
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